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資料１：研究構想図 R4年度 研究構想全体図
【社会及び教育の動向から】 【研究内容】 【仮説】 【具体的な内容】
【学校経営方針から】 研究内容① 仮説① ○仮説①の具体的な手立て
【教師の実態、ニーズ等から】 タブレット端末を効果 ・課題解決学習の課程にロイ ・課題解決学習の課程に沿
【子どもの実態等から】 的に活用した授業づく ロノートの教育機能を有効に ったロイロノート、デジタ
【これまでの研究から】 り 活かして授業づくりをすれば ルドリルの実践

研究内容② 仮説② ○仮説②の具体的な手立て
デジタルドリルを効果 ・基礎基本の定着場面と定着 ・朝学習（15 分）ベーシ
的に活用した補充指導 の確認・習熟場面でのデジタ ックタイムと土曜授業（45

ルドリルを活用方法の工夫を 分）チャレンジタイムでの
デジタルドリルの使い分け

研究内容③ 仮説③ ○仮説③の具体的な手立て
家庭学習ノートとデジ ・基礎基本を自作家庭学習ノ ・授業での学習→家庭学習
タルドリルを効果的に ートを共通課題として活用 →デジタルドリルを組み合

With コロナ 組み合わせた自宅学習 し、発展的な学習でデジタル わせた循環型の学習サイク
でコロナ禍 ドリルを有効に活用すれば ル
とともに推

進してきた 【研究の方法と手順】
本校の取組 研究内容①②③に数多くの実践を集約して、そこから見え 【研究の成果】仮説に対応
と After コロ てきた効果的で有効な学習指導法の組み合わせ方をまとめ ○仮説①について
ナを見据え ていくようにする。 従来型のアナログによる学
た学習指導 習指導にデジタルによる学習

【実践する単元・題材の選定と構想】 指導を組み合わせた授業を行
うことによる効果をまとめ
る。

【研究主題及びサブテーマ】 ○仮説②について
チーム星峯西小学校で取り組む 課題プリントとデジタルド

EdTech、教育の情報化 リルの有効な組み合わせ方を
「確かな学力」を育むこれからの学 まとめる。

習指導システムの構築 ○仮説③について
～アナログとデジタルによる学習指 家庭学習ノートの有効性と

導の融合～ デジタルドリルを組み合わせ
【研究主題等の定義付け，図示】 た自宅自習による効果をまと

める。
アナログと 【研究の課題】
デジタルの ●
融合を最終

的には目指

すが、その

前段階での

有効な組み

合わせ方を

探る。

関 連 付 け

アナログ学習指導（紙の教科書、ドリル、教科用ノート、家庭学習ノート等）

デジタル学習指導（学習者用デジタル教科書、タブレット端末、

デジタルドリル、AI教材、ロイロノート、テレビ会議システム等）
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すべての教科領域で情報活用能力を基盤にして育成する

「確かな学力」：知育：校訓かしこく

学年部 授業（タブレット活用） 授業以外（補充指導） 家庭学習 オンライン授業その他

記入例
〇年部

実践：〇月 国語科
単元名「 」（説明文）

実践：１月末 朝の活動
「２学期に学習した漢字」

実践：〇月 学習課題
「ローマ字の書き取り」

実践：〇月
社会科 オンライン授業
単元名「 」

１年部

２年部

３年部

４年部

５年部

６年部

予定
6/27 研究授業
10/17 研究授業

R4年度実践計画案（実施時期、教科領域、内容等）

【研修計画】
4/18  本年度研究の概要説明
5/30 研究授業のポイント説明
6/27 研究授業・授業研究
7/21 ICT研修
8/1 ICT研修
8/22 ICT研修
9/26 研究授業のポイント説明
10/17 研究授業・授業研究
10/31 ICT研修
2/20 研修のまとめと来年度研
究について

タブレット端末の持ち帰り可

【今年度の研究授業】
◆新採1年目
３年相原教諭（教科、道徳、特活）
４年宮下教諭（ 〃 ）
◆新採2年目
５年今村教諭（教科・領域等）
◆新採3年目
６年有馬教諭（教科・領域等）

①いつ、②だれが、③どの単元
等で：教科名、補充指導、家庭
学習等で

④何を工夫して：どのような工
夫をして活用すれば効果的か

※活用方法の有効性・妥当性
を明らかにするための実践であ
る※個人レベルの実践も可能

?タブレットドリル活用
算数全学年使用可能

ipadと旧タブレット

我が国の15年後2035年頃の未来社会像

5G、IoT（Internet of Things）/ビッグテータ（BD）/人工知能（AI）/
ロボット等がもたらす「超スマート社会」「Society5.0」時代の到来。情
報や情報技術を主体的に選択し活用していく力が求められる。

「教育の情報化」

新学習指導要領では
「情報活用能力」を
資質・能力の基盤に

【鹿児島県】新型コロナ感染者数の推移グラフ
（R2.3月～現在）

3/16,17 
学級閉鎖
（5年2組）

9/22,29,30 
オンライン授業
開始（4～6年）

4/27,28 
学級閉鎖
（2年2組）

8/27 家庭のネット環境調査
8/30 ネット環境あり95.7%

9/1 時差登校、午前授業
午後在宅学習スタート

9/2 タブレット端末
持ち帰りスタート
(4年3組)

11/7 運動会YouTube配信

3/8 半成人式YouTube配信

3/25 卒業式YouTube配信

4/6 入学式YouTube配信

R3.5/11 感染3人
濃厚接触47人

R3感染16人

出停約30～40人

R4感染17人

「学びの保障」のための

ハイブリッド型オンライン
授業等の実施

9月「学びの保障」のための
オンライン授業等の準備

情報教育用語の理解 「 EdTech（エドテック） 」とは

EdTech（エドテック）とは、

教育・学習領域でのIT技術を導入すること。EdTechとは、Education（教育）と
Technology（テクノロジー）を組み合わせた造語。基本的にオンラインでのやりと

りを重視する。授業に出席するのと同じような感覚で学ぶことができる双方向型の
教育。※eラーニングとの違い

①学校や塾などの教育を実際に提供する現場で活用されるアプリ・サービス
②自宅や外出先などいつでもどこでも受講できるオンライン学習の配信サービス
③学習するためのものだけではなく、教師・教員や塾の講師が学習状況を把握・
管理するツールなど 様々な教育格差の解消に繋がるのではないかと期待。
【参考】
※eラーニングとは、ICT端末を使った学習形態を指す。 基本的に電子書籍やあ

らかじめ録画した動画や音声を使って学習するもので通信教育に近い。

「X-Tech」のひとつ。IT技術がまだ浸透していない領域で、ITやテクノロジーの活
用を進めていくことの総称として「 X-Tech」という言葉がある。

Technologyの投入によって市場環境が大きく変化し、様々なチャンスが生まれ
るため、 「 X-Tech」は、ビジネスにおいて大きな注目を集めている。
◆FinTech（金融×Technology Finance Technologyの略 フィンテック）
◆AdTech（広告×Technology Advertising Technologyの略 アドテック）
◆HRTech（人材×Technology Human Resources Technologyの略 HRテック）などある。

キュビナ、ロ
イロノート、
TV会議シス
テムプログラ
ミング教材

（スクラッチ、
メッシュ）など

統合型校務支
援システム（ス
ズキ校務、シ
ースマイル等）
学校安心メー
ルなど

アナログ学習とデジタル学習の重点の置き方（目安）

アナログと
デジタルの
バランス
（目安）

【低学年】
１年生 ２年生

【中学年】
３年生 ４年生

【高学年】
５年生 ６年生

デジタル
学習指導

アナログ
学習指導

タブレット端末
の活用程度

・
家庭への
持ち帰り

２

８

８

２

６

４

４

６

学校で慣れ
親しみ・使う
家庭への持ち帰り
不可

学校・家庭で
使いこなす
家庭への持ち帰り
可
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